
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】太陽電池セルの集電極にタブリードを能率よく

半田付けして固定する。タブリードをしっかりと低抵抗

な状態で集電極に半田付けして固定する。

【解決手段】タブリードの半田付け方法は、太陽電池セ

ル１の表面に設けている細長い集電極２にタブリード４

を押圧し、タブリード４を押圧する状態で、タブリード

４を加熱して太陽電池セル１の集電極２に半田付けする

。さらに、本発明の方法は、タブリード４を、これと平

行な方向に延長している押圧ロッド７で太陽電池セル１

の集電極２に押圧し、押圧ロッド７がタブリード４を押

圧する状態で、タブリード４の方向に向けて赤外線を照

射し、赤外線で加熱してタブリード４を集電極２に半田

付けする。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
太 陽 電 池 セ ル (1)の 表 面 に 設 け て い る 細 長 い 集 電 極 (2)に タ ブ リ ー ド (4)を 押 圧 し 、 タ ブ リ
ー ド (4)を 押 圧 す る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド (4)を 加 熱 し て 太 陽 電 池 セ ル (1)の 集 電 極 (2)に 半 田
付 け す る タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法 に お い て 、
　 タ ブ リ ー ド (4)を 、 こ れ と 平 行 な 方 向 に 延 長 さ れ て な る 押 圧 ロ ッ ド (7)で 太 陽 電 池 セ ル (1
)の 表 面 の 集 電 極 (2)に 沿 っ て 押 圧 し 、 タ ブ リ ー ド (4)を 押 圧 ロ ッ ド (7)で 押 圧 す る 状 態 で 、
タ ブ リ ー ド (4)を 太 陽 電 池 セ ル (1)の 集 電 極 (2)に 半 田 付 け す る タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
タ ブ リ ー ド (4)の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を 照 射 し て タ ブ リ ー ド (4)を 太 陽 電 池 セ ル (1)の 集 電
極 (2)に 半 田 付 け す る 請 求 項 １ に 記 載 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
押 圧 ロ ッ ド (7)が 金 属 製 で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
複 数 の 太 陽 電 池 セ ル (1)に 跨 っ て 連 続 す る 押 圧 ロ ッ ド (7)で 複 数 の 太 陽 電 池 セ ル (1)の 表 面
の 集 電 極 (2)に タ ブ リ ー ド (4)を 押 圧 し 、 タ ブ リ ー ド (4)を 複 数 の 太 陽 電 池 セ ル (1)の 集 電 極
(2)に 半 田 付 け す る 請 求 項 １ 記 載 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 太 陽 電 池 セ ル の 表 面 に タ ブ リ ー ド を 半 田 付 け す る 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 太 陽 電 池 セ ル は 、 表 面 に タ ブ リ ー ド を 半 田 付 け し て 固 定 し て い る 。 タ ブ リ ー ド は 、 複 数
の 太 陽 電 池 セ ル を 直 列 に 設 定 す る リ ー ド 線 と な り 、 あ る い は 出 力 端 子 と し て 使 用 さ れ る 。
太 陽 電 池 セ ル に タ ブ リ ー ド を 半 田 付 け す る 装 置 は 開 発 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 公
報 に 記 載 さ れ る 半 田 付 け 装 置 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 押 え ピ ン ３ ０ と 押 え 部 材 ３ １ で タ ブ
リ ー ド ４ の ２ ヶ 所 を 太 陽 電 池 セ ル １ に 押 え 付 け 、 押 え ピ ン ３ ０ と 押 え 部 材 ３ １ と の 間 に 半
田 こ て ３ ２ を 押 し 付 け て 、 タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 バ ン プ ３ ３ に て 太 陽 電 池 セ ル １ に 半 田 付 け
す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ２ ６ １ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 構 造 の 半 田 付 け 装 置 は 、 長 い タ ブ リ ー ド を 太 陽 電 池 セ ル の 電 極 に 能 率 よ く 半 田 付 け
で き な い 欠 点 が あ る 。 半 田 こ て が 、 タ ブ リ ー ド を 局 部 的 に 半 田 付 け す る か ら で あ る 。 さ ら
に 、 こ の 構 造 の 装 置 の 最 大 の 欠 点 は 、 タ ブ リ ー ド を 隙 間 な く 太 陽 電 池 セ ル の 電 極 に 密 着 し
て 、 広 い 面 積 で 電 極 に 半 田 付 け で き な い こ と で あ る 。 こ の こ と は 、 タ ブ リ ー ド と 太 陽 電 池
セ ル と の 機 械 的 な 結 合 強 度 を 低 下 さ せ る ば か り で な く 、 太 陽 電 池 セ ル の 発 電 電 力 を 有 効 に
取 り 出 す こ と を 難 し く す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の こ の 欠 点 を 解 決 す る こ と を 目 的 に 開 発 さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 重
要 な 目 的 は 、 太 陽 電 池 セ ル の 集 電 極 に タ ブ リ ー ド を 能 率 よ く 半 田 付 け し て 固 定 で き る と 共
に 、 タ ブ リ ー ド を し っ か り と 低 抵 抗 な 状 態 で 集 電 極 に 半 田 付 け し て 固 定 で き る タ ブ リ ー ド
の 半 田 付 け 方 法 と 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 方 法 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 表 面 に 設 け て い る 細 長 い 集 電
極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 し 、 タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 し て
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太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 方 法 は 、 タ ブ リ ー ド ４ を 、
こ れ と 平 行 な 方 向 に 延 長 し て い る 押 圧 ロ ッ ド ７ で 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 押 圧 し 、 押
圧 ロ ッ ド ７ が タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 し て い る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を
照 射 し 、 赤 外 線 で 加 熱 し て タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 タ ブ リ ー ド ４ は 、 横 断 面 形 状 を 円 形 と す る 線 材 で 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 押 圧 す る
こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 線 材 に は タ ン グ ス テ ン 線 を 使 用 す る こ と が で き る 。 さ ら に 好 ま
し く は 、 タ ブ リ ー ド ４ の 幅 の ０ ． ５ ～ ２ 倍 の 太 さ の 線 材 で タ ブ リ ー ド ４ を 太 陽 電 池 セ ル １
の 集 電 極 ２ に 押 圧 し て 、 赤 外 線 を 照 射 す る と 、 赤 外 線 が 効 率 よ く タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 し て
半 田 付 け で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 半 田 付 け 方 法 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 両 面 に 設 け て い る 集 電 極 ２ に 同 時
に タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 付 け し て 能 率 よ く 多 量 生 産 で き る 。 タ ブ リ ー ド ４ は 、 赤 外 線 ラ ン プ
２ ０ で 赤 外 線 を 照 射 し て 加 熱 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 表 面 の 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド
４ を 押 圧 す る 押 圧 具 ５ と 、 こ の 押 圧 具 ５ が タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４
の 方 向 に 赤 外 線 を 照 射 す る 赤 外 線 ヒ ー タ ９ と を 備 え る 。 押 圧 具 ５ は 、 タ ブ リ ー ド ４ に 平 行
な 方 向 に 延 長 し て い る 押 圧 ロ ッ ド ７ を 備 え る 。 こ の 押 圧 ロ ッ ド ７ が タ ブ リ ー ド ４ を 太 陽 電
池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 押 圧 す る 状 態 で 、 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 か っ て
赤 外 線 を 照 射 し て 、 タ ブ リ ー ド ４ を 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 半 田 付 け 装 置 は 、 好 ま し く は 押 圧 ロ ッ ド ７ を 横 断 面 の 形 状 を 円 形 と す
る 線 材 を 使 用 す る 。 こ の 線 材 に は タ ン グ ス テ ン 線 が 最 適 で あ る 。 耐 熱 性 が あ っ て 半 田 が 付
着 し な い か ら で あ る 。 押 圧 ロ ッ ド ７ の 太 さ は 、 好 ま し く は タ ブ リ ー ド ４ の 幅 の ０ ． ５ ～ ２
倍 と す る 。 こ の 押 圧 ロ ッ ド ７ で 押 圧 さ れ る タ ブ リ ー ド ４ は 、 赤 外 線 で 速 や か に 加 熱 さ れ る
。 押 圧 具 ５ は 、 複 数 の 押 圧 ア ー ム ６ の 先 端 に 押 圧 ロ ッ ド ７ を 固 定 し て 、 タ ブ リ ー ド ４ を 押
圧 で き る 。 こ の 構 造 の 押 圧 具 ５ は 、 押 圧 ア ー ム ６ の 先 端 に 押 圧 ロ ッ ド ７ を 嵌 入 す る 嵌 入 凹
部 ６ Ａ を 設 け 、 こ の 嵌 入 凹 部 ６ Ａ に 押 圧 ロ ッ ド ７ を 嵌 入 し て し っ か り と 固 定 で き る 。 赤 外
線 ヒ ー タ ９ に は 、 反 射 鏡 １ ９ を 有 す る 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ が 適 し て い る 。 赤 外 線 を 集 束 し て
タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 半 田 付 け 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 両 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 付 け で
き る 。 こ の 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 両 面 に 設 け て い る 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 し
て 、 こ の タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を 照 射 す る 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ を 、 太 陽 電 池 セ
ル １ の 両 面 に 設 け て い る 。 こ の 装 置 の 押 圧 具 ５ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 面 と 下 面 に 設 け て
い る 集 電 極 ２ に 半 田 付 け さ れ る タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ を 有 す る 。 太 陽 電 池
セ ル １ の 下 面 を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ は 連 続 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ と し 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 上
面 を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ を 複 数 に 分 離 し て 、 押 圧 ロ ッ ド ７ の 間 に 作 業 隙 間 １ ０ を 設 け る
こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 半 田 付 け 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ を 脱 着 で き る よ う に 装 着 し て い る パ
レ ッ ト ８ に 押 圧 具 ５ を 装 着 す る こ と が で き る 。 こ の 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ に タ ブ リ ー ド
４ を 半 田 付 け す る タ ク ト タ イ ム を 著 し く 短 縮 で き る 優 れ た 特 長 が あ る 。 そ れ は 、 パ レ ッ ト
８ で 太 陽 電 池 セ ル １ を 移 送 し な が ら 、 タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 付 け で き る た め に 、 半 田 付 け 領
域 で 半 田 付 け し て 、 冷 却 領 域 で 冷 却 で き る か ら で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 以 下 に 示 す 実 施 例 は 、 本 発
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明 の 技 術 思 想 を 具 体 化 す る た め の 半 田 付 け 方 法 と 装 置 を 例 示 す る も の で あ っ て 、 本 発 明 は
方 法 と 装 置 を 以 下 の も の に 特 定 し な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 こ の 明 細 書 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 を 理 解 し や す い よ う に 、 実 施 例 に 示 さ れ る 部 材
に 対 応 す る 番 号 を 、 「 特 許 請 求 の 範 囲 の 欄 」 、 お よ び 「 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 の 欄 」
に 示 さ れ る 部 材 に 付 記 し て い る 。 た だ 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 示 さ れ る 部 材 を 、 実 施 例 の 部 材
に 特 定 す る も の で は 決 し て な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ と 図 ３ は 、 本 発 明 の 半 田 付 け 装 置 で タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 付 け す る 太 陽 電 池 セ ル １ を
示 す （ 約 １ ０ ｃ ｍ 角 ） 。 図 ２ の 太 陽 電 池 セ ル １ は 、 表 面 に 平 行 に ２ 列 の 集 電 極 ２ （ 幅 約 ２
ｍ ｍ ） を 設 け て い る 。 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 面 に 設 け て い る 集 電 極 ２ は 、 両 側 に 多 数 の 分 岐
電 極 ３ （ 幅 約 ５ ０ μ ｍ ） を 延 長 し て 設 け て い る 。 集 電 極 ２ は 、 銀 ペ ー ネ ト を パ タ ー ン 印 刷
し 、 加 熱 し て 形 成 さ れ る 。 分 岐 電 極 ３ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 面 に 電 気 接 続 し て い る 。 こ
の 太 陽 電 池 セ ル １ は 、 図 ３ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 上 面 は 正 極 、 下 面 は 負 極 の 集 電 極 ２ を
設 け て い る 。 半 田 付 け 装 置 は 、 複 数 の 太 陽 電 池 セ ル １ を 隣 に 並 べ て 、 隣 接 す る 太 陽 電 池 セ
ル １ を タ ブ リ ー ド ４ で 直 列 に 接 続 す る 。 直 列 に 接 続 す る た め に 、 隣 接 す る 太 陽 電 池 セ ル １
は 、 図 ３ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 上 面 と 下 面 の 集 電 極 ２ を タ ブ リ ー ド ４ で 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ４ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 表 面 に 設 け て い る 細 長 い 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 半 田 付 け
す る 状 態 を 示 す 概 要 図 で あ る 。 こ の 図 に 示 す よ う に 、 タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 押 圧 す る
状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４ を 赤 外 線 で 加 熱 し て 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。 タ ブ リ ー ド ４ は 、 こ
れ と 平 行 な 方 向 に 延 長 し て い る 押 圧 ロ ッ ド ７ で 太 陽 電 池 セ ル １ 表 面 の 集 電 極 ２ に 押 圧 さ れ
、 タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 ロ ッ ド ７ で 押 圧 す る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を
照 射 し て タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 押 圧 ロ ッ ド ７ が タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 押 圧 し て 半 田 付 け す る 装 置 を 、 図 ５ な い し 図
８ に 示 し て い る 。 図 ５ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 両 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 し て 半 田 付 け す る
部 分 の 概 略 横 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 押 圧 ロ ッ ド ７ を 太 陽 電 池 セ ル １ に 押 圧 す る 機 構 を 示
す 平 面 図 で あ る 。 さ ら に 、 図 ７ と 図 ８ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ を パ レ ッ ト ８ に 装 着 し て 半 田 付
け す る 装 置 全 体 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 示 す 半 田 付 け 装 置 は 、 パ レ ッ ト ８ に 装 着 さ れ た 太 陽 電 池 セ ル １ 表 面 の 集 電 極 ２ に
タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 押 圧 具 ５ と 、 こ の 押 圧 具 ５ が タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 状 態 で 、 タ
ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 赤 外 線 を 照 射 す る 赤 外 線 ヒ ー タ ９ と を 備 え る 。 太 陽 電 池 セ ル １ は 、 パ
レ ッ ト ８ に 一 列 に 並 べ て 脱 着 で き る よ う に 装 着 さ れ る （ 図 ７ 参 照 ） 。 パ レ ッ ト ８ は 、 太 陽
電 池 セ ル １ を 装 着 す る 細 長 い 長 方 形 の 開 口 部 ８ Ａ を 中 央 に 縦 方 向 に 伸 び る よ う に 設 け て い
る 。 こ の 開 口 部 に 一 列 に 並 べ て 太 陽 電 池 セ ル １ が 装 着 さ れ る 。 さ ら に 、 パ レ ッ ト ８ の 開 口
部 の 下 側 に は 、 縦 方 向 に 伸 び る ２ 列 の 押 圧 ロ ッ ド ７ ｄ を 配 設 し て い る 。 こ の 押 圧 ロ ッ ド ７
ｄ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 下 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る と 共 に 、 開 口 部 に 装 着 さ れ た 太 陽
電 池 セ ル １ が 落 下 す る の を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 押 圧 具 ５ は 、 タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ と 、 こ の 押 圧 ロ ッ ド ７ を
押 圧 す る 押 圧 ア ー ム ６ と を 備 え る 。 押 圧 ロ ッ ド ７ は 、 タ ブ リ ー ド ４ に 平 行 な 方 向 に 延 長 さ
れ て 、 図 ４ と 図 ５ に 示 す よ う に 、 タ ブ リ ー ド ４ を 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２ に 押 圧 す る 。
こ れ 等 の 図 に 示 す 押 圧 ロ ッ ド ７ は 、 横 断 面 形 状 を 円 形 と す る 線 材 で あ る 。 線 材 で あ る 押 圧
ロ ッ ド ７ は 、 好 ま し く は タ ブ リ ー ド ４ の 幅 に ほ ぼ 等 し い 太 さ と す る 。 た だ 、 押 圧 ロ ッ ド ７
の 太 さ は 、 タ ブ リ ー ド ４ の 幅 の ０ ． ５ ～ ２ 倍 と す る こ と も で き る 。 押 圧 ロ ッ ド ７ が 細 す ぎ
る と 、 強 度 が 低 下 し て タ ブ リ ー ド ４ の 全 体 を し っ か り と 集 電 極 ２ に 押 圧 で き な く な る 。 反
対 に 押 圧 ロ ッ ド ７ が 太 す ぎ る と 、 赤 外 線 が タ ブ リ ー ド ４ を 有 効 に 加 熱 で き く な く な る 。 し
た が っ て 、 線 材 で あ る 押 圧 ロ ッ ド ７ の 外 径 は 、 好 ま し く は タ ブ リ ー ド ４ に ほ ぼ 等 し く 、 あ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-221138 A 2007.8.30



る い は 前 述 の 範 囲 と す る 。 押 圧 ロ ッ ド ７ に は 、 耐 熱 特 性 も 要 求 さ れ る 。 こ の た め 、 押 圧 ロ
ッ ド ７ は 、 好 ま し く は 、 タ ン グ ス テ ン 線 等 の 金 属 で 製 作 さ れ る 。 タ ン グ ス テ ン は 極 め て 優
れ た 耐 熱 性 を 有 す る と 共 に 、 半 田 が 付 着 し な い 特 長 が あ り 、 ア ル ミ 、 ス テ ン レ ス よ り 良 い
。 た だ 、 押 圧 ロ ッ ド ７ は 、 表 面 を セ ラ ミ ッ ク で コ ー テ ィ ン グ し て い る 金 属 線 、 あ る い は 全
体 を セ ラ ミ ッ ク 製 と す る ロ ッ ド も 使 用 で き る 。 タ ブ リ ー ド ４ の 材 料 と し て は 、 銅 箔 （ １ ５
０ μ ｍ 厚 、 幅 １ ． ５ ｍ ｍ ） に デ ィ ッ プ 法 等 に よ り 半 田 層 （ 厚 さ ４ ０ μ ｍ ） を 形 成 し た も の
を 用 い る 。 こ の タ ブ リ ー ド ４ に よ り 、 集 電 極 ２ 上 に 別 途 半 田 層 を 設 け る こ と な く 半 田 付 け
で き る 。 な お 、 半 田 付 け を よ り 確 実 に 行 う た め 、 必 要 に 応 じ て 集 電 極 ２ 上 に 別 途 半 田 層 を
設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 押 圧 ア ー ム ６ は 、 先 端 に 押 圧 ロ ッ ド ７ を 固 定 し て い る 。 押 圧 ア ー ム ６ は 、 図 ５ の 拡 大 斜
視 図 に 示 す よ う に 、 押 圧 ロ ッ ド ７ を 嵌 入 す る 嵌 入 凹 部 ６ Ａ を 先 端 に 設 け て い る 。 こ の 嵌 入
凹 部 ６ Ａ に 押 圧 ロ ッ ド ７ が 嵌 入 さ れ て 、 押 圧 ロ ッ ド ７ は 押 圧 ア ー ム ６ に 固 定 さ れ る 。 図 の
装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 面 と 下 面 に 半 田 付 け さ れ る タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ
ド ７ を 有 す る 押 圧 具 ５ を 備 え て い る 。 太 陽 電 池 セ ル １ の 下 面 を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ ｄ は
、 連 続 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ で あ る 。 ひ と つ の パ レ ッ ト ８ の 開 口 部 に は 、 ２ 本 の 押 圧 ロ ッ ド ７
ｄ を 配 設 し て 、 全 て の 太 陽 電 池 セ ル １ の 下 面 の 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 。 太 陽
電 池 セ ル １ の 上 面 を 押 圧 す る 押 圧 ロ ッ ド ７ は 複 数 に 分 離 さ れ て 、 押 圧 ロ ッ ド ７ の 間 に 作 業
隙 間 １ ０ を 設 け て い る 。 図 ７ の 押 圧 具 ５ は 、 １ 枚 の タ ブ リ ー ド ４ を 、 ３ つ に 分 割 さ れ た 押
圧 ロ ッ ド ７ で 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 面 に 押 圧 し て い る 。 太 陽 電 池 セ ル １ に は ２ 列 に タ ブ リ ー
ド ４ を 半 田 付 け す る の で 、 上 側 に お い て 、 全 体 で ６ 本 の 押 圧 ロ ッ ド ７ で タ ブ リ ー ド ４ を 集
電 極 ２ に 押 圧 す る 。 押 圧 ロ ッ ド ７ の 作 業 隙 間 １ ０ は 、 前 工 程 で 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電 極 ２
の 上 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 供 給 す る と 共 に 、 供 給 さ れ た タ ブ リ ー ド ４ が 押 圧 ロ ッ ド ７ に 押 圧
さ れ る ま で 、 位 置 ず れ し な い よ う に 集 電 極 ２ に 押 圧 す る 供 給 ア ー ム （ 図 示 せ ず ） を 入 れ る
隙 間 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 複 数 に 分 割 さ れ た 押 圧 ロ ッ ド ７ は 、 隣 接 す る 押 圧 ア ー ム ６ の 先 端 に そ の 両 端 を 固 定 し て
い る 。 太 陽 電 池 セ ル １ の 下 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 下 側 の 押 圧 ア ー ム ６ は 移 動 さ せ る
必 要 は な く 、 パ レ ッ ト ８ に 固 定 し て い る 中 心 フ レ ー ム １ １ に 固 定 さ れ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 太
陽 電 池 セ ル １ の 上 面 に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 上 側 の 押 圧 ア ー ム ６ は 、 傾 動 で き る よ う に
パ レ ッ ト ８ に 連 結 さ れ る 。 太 陽 電 池 セ ル １ を パ レ ッ ト ８ に 脱 着 す る と き に 、 上 側 の 押 圧 ア
ー ム ６ が 邪 魔 に な る か ら で あ る 。 上 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ は 、 パ レ ッ ト ８ の 開 口 部 に 太 陽 電 池
セ ル １ を 脱 着 す る と き に 、 図 ５ の 一 点 鎖 線 で 示 さ れ る よ う に 垂 直 に 立 つ 方 向 に 移 動 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 側 の 押 圧 ア ー ム ６ を 傾 動 さ せ る 機 構 は 、 図 ５ 、 ６ に 示 し て い る 。 押 圧 ア ー ム ６ は 回 転
軸 １ ２ に 固 定 さ れ 、 こ の 回 転 軸 １ ２ に は 小 歯 車 １ ３ を 固 定 し て い る 。 さ ら に 、 回 転 軸 １ ２
は 、 回 転 で き る よ う に パ レ ッ ト ８ に 連 結 し て い る 。 さ ら に ま た 、 押 圧 ア ー ム ６ は 、 弾 性 体
１ ４ で 水 平 方 向 に 押 圧 さ れ て い る 。 パ レ ッ ト ８ に は 、 小 歯 車 １ ３ に 噛 み 合 う 駆 動 歯 車 １ ５
を 回 転 で き る よ う に 連 結 し て い る 。 こ の 駆 動 歯 車 １ ５ に は 駆 動 ア ー ム １ ６ を 突 出 さ せ て い
る 。 駆 動 ア ー ム １ ６ が 図 ５ の 矢 印 Ａ で 示 す 方 向 に 開 閉 シ リ ン ダ ー ２ ２ に よ っ て 押 さ れ る と
、 駆 動 歯 車 １ ５ が 小 歯 車 １ ３ を 回 動 さ せ て 、 押 圧 ア ー ム ６ を 水 平 方 向 か ら 垂 直 方 向 に 傾 動
さ せ る 。 な お 、 こ の 開 閉 シ リ ン ダ ー ２ ２ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ が 、 装 着 あ る い は 取 り 出 さ れ
る 工 程 に 設 置 さ れ 、 半 田 付 け 工 程 に は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 パ レ ッ ト ８ に は 、 複 数 枚 の 太 陽 電 池 セ ル １ が 装 着 さ れ る 。 こ の パ レ
ッ ト ８ は 、 各 々 の 太 陽 電 池 セ ル １ に 独 立 し て タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 で き る 押 圧 具 ５ を 備 え て
い る 。 １ 枚 の 太 陽 電 池 セ ル １ は 、 ２ 列 の 集 電 極 ２ を 上 面 に 設 け て い る 。 １ 列 の 集 電 極 ２ に
は 、 ３ 本 に 分 離 さ れ た 複 数 の 押 圧 ロ ッ ド ７ が タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 。 ３ 本 の 押 圧 ロ ッ ド
７ は 、 ６ 本 の 押 圧 ア ー ム ６ を 介 し て １ 本 の 回 転 軸 １ ２ に 固 定 さ れ る 。 １ 本 の 回 転 軸 １ ２ が
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回 転 さ れ る と 、 ６ 本 の 押 圧 ア ー ム ６ が 一 緒 に 傾 動 さ れ て 、 ３ 本 の 押 圧 ロ ッ ド ７ を 一 緒 に 移
動 さ せ る 。 回 転 軸 １ ２ は 、 太 陽 電 池 セ ル １ の 境 界 で 分 割 さ れ て 、 各 々 の 太 陽 電 池 セ ル １ の
単 位 で 独 立 し て 回 転 で き る 。 太 陽 電 池 セ ル １ に 設 け て い る ２ 列 の 集 電 極 ２ に は 、 そ の 両 側
に 配 設 し て い る 押 圧 ア ー ム ６ で 、 ２ 列 に ６ 本 の 押 圧 ロ ッ ド ７ が 押 圧 さ れ る 。 各 々 の 太 陽 電
池 セ ル １ の 両 側 に 配 設 し て い る 押 圧 ア ー ム ６ は 、 一 緒 に 傾 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 押 圧 具 ５ は 、 パ レ ッ ト ８ に 連 結 さ れ て 、 パ レ ッ ト ８ に 装 着 さ れ た 太 陽 電 池 セ ル １ の 集 電
極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 。 押 圧 具 ５ が タ ブ リ ー ド ４ を 太 陽 電 池 セ ル １ に 押 圧 す る 状
態 で 、 パ レ ッ ト ８ は 移 送 さ れ る 。 パ レ ッ ト ８ に 装 着 し て い る タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て
赤 外 線 を 照 射 す る 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は 、 図 ５ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 パ レ ッ ト ８ を 移 送 で き
る よ う に セ ッ ト し て い る 固 定 フ レ ー ム １ ７ に 固 定 し て い る 。 フ レ ー ム １ ７ は 、 パ レ ッ ト ８
を 縦 方 向 に 移 送 で き る 直 線 状 の 移 送 開 口 を 有 す る 。 フ レ ー ム １ ７ は 、 移 送 開 口 に 所 定 の 間
隔 で 複 数 の ロ ー ラ ー １ ８ を 固 定 し て い る 。 ロ ー ラ ー １ ８ は 、 回 転 で き る よ う に フ レ ー ム １
７ に 固 定 さ れ て 、 パ レ ッ ト ８ を 水 平 な 姿 勢 で 載 せ て 移 送 す る 。 パ レ ッ ト ８ は 、 図 ８ に 示 す
よ う に 、 移 送 機 構 （ 図 示 せ ず ） に 押 さ れ て 、 フ レ ー ム １ ７ の 移 送 開 口 を 、 半 田 付 け 領 域 →
冷 却 領 域 → 排 出 領 域 の 順 番 に 移 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ レ ー ム １ ７ に 固 定 し て い る 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は 、 移 送 開 口 を 通 過 す る パ レ ッ ト ８ に 装 着
し て い る 太 陽 電 池 セ ル １ に 赤 外 線 を 照 射 す る 。 図 の 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は 、 反 射 鏡 １ ９ を 有 す
る 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ で あ る 。 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ は 、 反 射 鏡 １ ９ で 赤 外 線 を 集 束 し て 、 タ ブ
リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を 照 射 す る 。 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ は 、 タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に
伸 び る 細 長 い ラ ン プ で 、 タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 し て 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。 赤 外 線 ヒ ー タ
９ は 、 図 ８ に お い て 、 半 田 付 け 領 域 の 上 下 に 配 設 さ れ る 。 パ レ ッ ト ８ が こ の 半 田 付 け 領 域
を 通 過 す る と き 、 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 し て 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。 赤
外 線 ラ ン プ ２ ０ は 、 パ レ ッ ト ８ が 通 過 後 オ フ す る 。 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ は 、 オ フ 状 態 に な っ
て も し ば ら く 残 光 が あ り 、 急 激 に は 温 度 が 低 下 し な い 。 必 要 に 応 じ て 図 ９ の よ う に 赤 外 線
ヒ ー タ ９ は 、 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ と タ ブ リ ー ド ４ と の 間 に シ ャ ッ タ ー ２ １ を 設 け て も よ い 。
こ の 赤 外 線 ヒ ー タ ９ は 、 シ ャ ッ タ ー ２ １ を 開 閉 し て タ ブ リ ー ド ４ の 加 熱 を 制 御 で き る 。 シ
ャ ッ タ ー ２ １ を 閉 じ る と 、 赤 外 線 ラ ン プ ２ ０ の 光 が 遮 断 さ れ る の で 、 加 熱 状 態 を 急 激 に 遮
断 で き る 。 こ の た め 、 半 田 付 け 領 域 に お い て 、 タ ブ リ ー ド ４ が 集 電 極 ２ に 半 田 付 け さ れ た
後 、 シ ャ ッ タ ー ２ １ を 閉 じ て 速 や か に 冷 却 で き る 。 こ の 構 造 は 、 タ ク ト タ イ ム を 短 縮 す る
こ と に 効 果 が あ る 。 冷 却 時 間 を 短 縮 で き る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 の 半 田 付 け 装 置 は 、 以 下 の よ う に し て 赤 外 線 ヒ ー タ ９ の 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を
半 田 付 け す る 。
［ パ レ ッ ト の 供 給 工 程 ］
　 複 数 枚 の 太 陽 電 池 セ ル １ を 装 着 し た パ レ ッ ト ８ が 、 フ レ ー ム の 半 田 付 け 領 域 に 供 給 さ れ
る 。 半 田 付 け 領 域 に 供 給 さ れ た パ レ ッ ト ８ に は 、 図 ３ の 断 面 図 に 示 す よ う に 、 隣 接 す る 太
陽 電 池 セ ル １ の 上 下 の 集 電 極 ２ に タ ブ リ ー ド ４ を 供 給 し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 タ ブ リ ー
ド ４ を 押 圧 ロ ッ ド ７ で も っ て 集 電 極 ２ に 押 圧 し て い る 。 本 発 明 は 、 タ ブ リ ー ド ４ の 供 給 方
向 や 機 構 を 特 定 す る も の で は な い が 、 タ ブ リ ー ド ４ は 、 た と え ば 以 下 の よ う に し て 隣 接 す
る 太 陽 電 池 セ ル １ の 上 下 に 供 給 さ れ る 。
(1)　 下 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ の 上 に 第 １ の タ ブ リ ー ド ４ を 張 設 す る 。 こ の と き 、 押 圧 ア ー ム
６ は 垂 直 方 向 に 移 動 さ れ て 、 上 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ と 押 圧 ア ー ム ６ は 、 第 １ の 太 陽 電 池 セ ル
１ と 第 １ の タ ブ リ ー ド ４ の 装 着 の 邪 魔 に な ら な い 位 置 に 待 機 す る 。
(2)　 第 １ の タ ブ リ ー ド ４ の 上 に １ 枚 の 第 １ の 太 陽 電 池 セ ル １ を 供 給 し て 、 第 １ の 太 陽 電
池 セ ル １ を 下 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ 、 第 １ の タ ブ リ ー ド ４ 上 に 載 せ る 。
(3)　 第 １ の 太 陽 電 池 セ ル １ 上 に 、 第 ２ の タ ブ リ ー ド ４ を 張 設 し 、 次 に 第 ２ の 太 陽 電 池 セ
ル １ を 接 続 す る 側 に お い て 、 こ の 第 ２ の タ ブ リ ー ド ４ を 下 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ 上 に も 張 設 す
る 。 こ の 後 、 上 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ と 押 圧 ア ー ム ６ に て 、 第 １ の 太 陽 電 池 セ ル １ 及 び こ の 上
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の 第 ２ の タ ブ リ ー ド ４ を 押 圧 す る 。
(4)　 第 ２ の タ ブ リ ー ド ４ 上 で 、 次 接 続 側 に お い て 、 １ 枚 の 第 ２ の 太 陽 電 池 セ ル １ を 供 給
し て 、 第 ２ の 太 陽 電 池 セ ル １ を 下 側 の 押 圧 ロ ッ ド ７ 、 第 ２ の タ ブ リ ー ド ４ 上 に 載 せ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 後 、 (3)～ (4)の 工 程 を 繰 り 返 し て 、 パ レ ッ ト ８ に 複 数 枚 の 太 陽 電 池 セ ル １ を 装 着 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 タ ブ リ ー ド ４ を 供 給 す る と き に は 、 供 給 ア ー ム （ 図 示 せ ず ） を 用 い る が 、 供 給
ア ー ム は 、 押 圧 ロ ッ ド ７ の 作 業 隙 間 １ ０ に お い て 駆 動 す る の で 、 押 圧 ロ ッ ド ７ 及 び 押 圧 ア
ー ム ６ の 動 き が 妨 げ ら れ る こ と は な い 。
［ 半 田 付 け 工 程 ］
　 押 圧 ロ ッ ド ７ が タ ブ リ ー ド ４ を 集 電 極 ２ に 押 圧 す る 状 態 で 、 赤 外 線 ヒ ー タ ９ が オ ン 状 態
で 、 パ レ ッ ト ８ を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 タ ブ リ ー ド ４ の 方 向 に 向 け て 赤 外 線 を 照 射 す る
。 赤 外 線 は 、 タ ブ リ ー ド ４ を 加 熱 し て 集 電 極 ２ に 半 田 付 け す る 。 タ ブ リ ー ド ４ に は 、 あ ら
か じ め 半 田 層 が デ ィ ッ プ 形 成 し て あ る 。
［ 冷 却 工 程 ］
　 パ レ ッ ト ８ が 赤 外 線 ヒ ー タ ９ を 通 過 し 、 タ ブ リ ー ド ４ が 半 田 付 け さ れ る と 、 パ レ ッ ト ８
が 半 田 付 け 領 域 か ら 冷 却 領 域 に 移 動 さ れ る 。
［ 排 出 工 程 ］ 　 冷 却 領 域 で 冷 却 さ れ た 後 、 パ レ ッ ト ８ は 排 出 領 域 に 移 動 さ れ 、 こ こ で 押 圧
ア ー ム ６ が 垂 直 に 回 動 さ れ て 、 タ ブ リ ー ド ４ の 押 圧 を 解 除 す る と 共 に 、 太 陽 電 池 セ ル １ を
パ レ ッ ト ８ か ら 排 出 で き る 状 態 と す る 。 押 圧 ア ー ム ６ を 垂 直 に 回 転 さ せ る た め に 、 排 出 領
域 に は 、 図 ５ に 示 す 駆 動 ア ー ム １ ６ を 押 圧 す る た め の 開 閉 シ リ ン ダ ー ２ ２ を 配 設 し て い る
。 こ の 開 閉 シ リ ン ダ ー ２ ２ が 駆 動 ア ー ム １ ６ を 押 圧 し て 、 押 圧 ア ー ム ６ を 垂 直 位 置 に 移 動
さ せ る 。 押 圧 ア ー ム ６ を 開 い た 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド ４ で 直 列 に 接 続 さ れ た 全 て の 太 陽 電 池
セ ル １ が パ レ ッ ト ８ か ら 取 り 出 さ れ る 。 太 陽 電 池 セ ル １ を 除 去 し た パ レ ッ ト ８ は 、 排 出 領
域 か ら 取 り 出 さ れ 、 太 陽 電 池 セ ル １ を 供 給 し て 半 田 付 け 領 域 に 供 給 さ れ る 。 図 ８ に 示 す 装
置 全 体 に つ い て は 、 各 工 程 に 分 け て 作 業 し て い る が 、 図 ４ 又 は 図 ５ に 示 す 工 程 の み に も 本
発 明 を 利 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 半 田 付 け 方 法 と 半 田 付 け 装 置 は 、 太 陽 電 池 セ ル の 集 電 極 に タ ブ リ ー ド を 能 率 よ
く 半 田 付 け し て 固 定 で き る と 共 に 、 タ ブ リ ー ド を し っ か り と 低 抵 抗 な 状 態 で 集 電 極 に 半 田
付 け し て 固 定 で き る 特 長 が あ る 。 そ れ は 、 本 発 明 の 半 田 付 け 方 法 と 装 置 が 、 太 陽 電 池 セ ル
の 表 面 に 設 け て い る 細 長 い 集 電 極 に 配 設 さ れ た タ ブ リ ー ド と 平 行 な 方 向 に 延 長 し て い る 押
圧 ロ ッ ド で タ ブ リ ー ド を 太 陽 電 池 セ ル の 集 電 極 に 押 圧 し 、 押 圧 ロ ッ ド が タ ブ リ ー ド を 押 圧
す る 状 態 で 、 タ ブ リ ー ド に 向 け て 赤 外 線 を 照 射 し て 、 赤 外 線 で 加 熱 し て タ ブ リ ー ド を 集 電
極 に 半 田 付 け し て い る か ら で あ る 。 本 発 明 の 半 田 付 け 方 法 と 装 置 は 、 従 来 の 半 田 こ て の よ
う に 、 タ ブ リ ー ド を 局 部 的 に 半 田 付 け す る の で は な く 、 細 長 い タ ブ リ ー ド を 太 陽 電 池 セ ル
の 細 長 い 集 電 極 に 沿 っ て 押 圧 す る 状 態 で 半 田 付 け す る 。 し た が っ て 、 長 い タ ブ リ ー ド を 極
め て 能 率 良 く 、 し か も 隙 間 な く 太 陽 電 池 セ ル の 集 電 極 に 密 着 さ せ て 広 い 面 積 で 半 田 付 け で
き る 。 こ の よ う に 、 長 い タ ブ リ ー ド を 細 長 い 集 電 極 に 確 実 に 半 田 付 け で き る 本 発 明 の 方 法
と 装 置 は 、 低 抵 抗 な 状 態 で 半 田 付 け で き る の で 太 陽 電 池 セ ル の 発 電 電 力 を 有 効 に 取 り 出 し
で き る と 共 に 、 タ ブ リ ー ド と 太 陽 電 池 セ ル と の 機 械 的 な 結 合 強 度 を 向 上 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 従 来 の タ ブ リ ー ド の 半 田 付 け 装 置 を 示 す 断 面 図
【 図 ２ 】 タ ブ リ ー ド を 半 田 付 け す る 太 陽 電 池 セ ル を 示 す 平 面 図
【 図 ３ 】 図 ２ に 示 す 太 陽 電 池 セ ル の 断 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 半 田 付 け 方 法 で 太 陽 電 池 セ ル の 集 電 極 に タ ブ リ ー ド を
半 田 付 け す る 状 態 を 示 す 概 要 図
【 図 ５ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 半 田 付 け 装 置 の 概 略 横 断 面 図
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【 図 ６ 】 押 圧 ロ ッ ド を 太 陽 電 池 セ ル に 押 圧 す る 機 構 を 示 す 平 面 図
【 図 ７ 】 太 陽 電 池 セ ル を パ レ ッ ト に 装 着 し て 半 田 付 け す る 状 態 を 示 す 概 略 平 面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に か か る 半 田 付 け 装 置 全 体 の 概 略 平 面 図
【 図 ９ 】 赤 外 線 ヒ ー タ の 一 例 を 示 す 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 １ … 太 陽 電 池 セ ル
　 　 ２ … 集 電 極
　 　 ３ … 分 岐 電 極
　 　 ４ … タ ブ リ ー ド
　 　 ５ … 押 圧 具
　 　 ６ … 押 圧 ア ー ム 　 　 　 　 　 ６ Ａ … 嵌 入 凹 部
　 　 ７ … 押 圧 ロ ッ ド
　 　 ８ … パ レ ッ ト 　 　 　 　 　 　 ８ Ａ … 開 口 部
　 　 ９ … 赤 外 線 ヒ ー タ
　 １ ０ … 作 業 隙 間
　 １ １ … 中 心 フ レ ー ム
　 １ ２ … 回 転 軸
　 １ ３ … 小 歯 車
　 １ ４ … 弾 性 体
　 １ ５ … 駆 動 歯 車
　 １ ６ … 駆 動 ア ー ム
　 １ ７ … フ レ ー ム
　 １ ８ … ロ ー ラ ー
　 １ ９ … 反 射 鏡
　 ２ ０ … 赤 外 線 ラ ン プ
　 ２ １ … シ ャ ッ タ ー
　 ２ ２ … 開 閉 シ リ ン ダ ー
　 ３ ０ … 押 え ピ ン
　 ３ １ … 押 え 部 材
　 ３ ２ … 半 田 こ て
　 ３ ３ … 半 田 バ ン プ  
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(9) JP 2007-221138 A 2007.8.30



【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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